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(百万円未満切捨て)
１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 12,355 6.5 531 64.2 758 55.0 523 41.7

2021年３月期 11,598 △2.9 323 △22.8 489 △8.4 369 3.1
(注) 包括利益 2022年３月期 650百万円(△35.5％) 2021年３月期 1,008百万円( －％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 114.45 － 2.8 3.0 4.3

2021年３月期 80.80 － 2.0 2.0 2.8
(参考) 持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 25,732 18,768 72.9 4,095.88

2021年３月期 25,293 18,500 73.1 4,039.79
(参考) 自己資本 2022年３月期 18,751百万円 2021年３月期 18,485百万円
　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 1,580 △457 △363 4,435

2021年３月期 1,716 △1,023 △395 3,614
　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00 279 74.3 1.5

2022年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00 279 52.4 1.5

2023年３月期(予想) － 30.00 － 30.00 60.00 87.4
(注）1．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 6,060 3.4 70 △68.0 120 △65.4 110 △59.4 24.03

通期 12,600 2.0 440 △17.1 500 △34.1 320 △38.9 69.90

　　



※ 注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期 4,967,151株 2021年３月期 4,967,151株

② 期末自己株式数 2022年３月期 388,995株 2021年３月期 391,405株

③ 期中平均株式数 2022年３月期 4,577,464株 2021年３月期 4,574,357株
　

　※期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託(BBT)にかかる信託口が
　 保有する当社株式が含まれております。

(参考) 個別業績の概要
１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 10,776 6.2 20 － 687 317.5 545 216.8

2021年３月期 10,144 △6.0 △249 － 164 △61.0 172 △49.4

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 119.14 －

2021年３月期 37.63 －
　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 23,979 17,153 71.5 3,746.90

2021年３月期 23,621 17,028 72.1 3,721.47

(参考) 自己資本 2022年３月期 17,153百万円 2021年３月期 17,028百万円
　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府による経済再生に向けた各種政策の効果や海外経済の改善もあり

回復傾向が見られるものの、新型コロナウイルス感染症再拡大に伴う緊急事態宣言やまん延防止等重点措置等に

よる制限措置や、世界経済の回復に伴う原油の需要増及びウクライナ情勢等の不透明感による原油価格高騰が見

られるなど、一進一退を繰り返す状況となっております。

当社グループの主要取引先であります紙パルプ業界の動向は、国内につきましては板紙及び衛生用紙等の需要

は横ばいで推移しておりますが、新型コロナウイルス禍の影響、それに伴う紙のデジタル化により、新聞用紙及

び印刷情報用紙は、需要の減少が見込まれております。海外につきましては、通販市場の拡大に伴う板紙及び衛

生用紙の需要が旺盛なアジア地域に期待があるものの、新型コロナウイルス感染症による世界的な経済活動停滞

の影響により国内同様、新聞用紙及び印刷情報用紙の需要減が見込まれる等、不安定な状況が継続しておりま

す。これを受け、当社は世界的な紙の需要減を見込み、フエルトのコスト競争力を強化するべく生産体制の最適

化を図ってまいりました。また、品質面では衛生用紙向けベルトが世界的に評価され、拡販につなげるべく積極

的な受注活動を図ってまいりました。

このような状況の中、当社グループの連結売上高は12,355百万円（前期比6.5％増）となりました。損益の状況

につきましては、売上高の増加、生産体制最適化の効果及び前年度の売上原価に計上した棚卸資産評価損の減少

により、連結営業利益は531百万円（前期比64.2％増）、雇用調整助成金の収入もあり連結経常利益は758百万円

（前期比55.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は523百万円(前期比41.7％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

＜抄紙用具関連事業＞

（日本）

内需につきましては、厳しい市場環境が続く中、前期に比べ需要が回復したこと及び顧客ニーズに適した

製品の拡販戦略が奏功し抄紙用フエルトの販売数量は増加いたしました。輸出につきましては、懸命な受注

活動が奏功し、抄紙用フエルト及び抄紙用ベルトの販売数量が増加したことに加え円安により、売上高は

7,990百万円（前期比4.9％増）となりました。

（北米）

抄紙用ベルトは、南米の衛生用紙向けに新規顧客を獲得するなど受注活動を推進しましたが、厳しい市場

環境が続き販売数量は減少いたしました。一方円安により売上高は1,394百万円（前期比10.2％増）となり

ました。

（欧州）

新型コロナウイルス対策に伴うフエルト減産に応じた販売製品の選択と集中を行ったため抄紙用フエルト

の販売数量は減少いたしました。抄紙用ベルトは衛生用紙向けに新規顧客を獲得するなど受注活動を推進し

ましたが、市場競争激化により全体の販売数量は減少いたしました。一方円安により売上高は1,692百万円

（前期比0.5％増）となりました。

（中国）

懸命な受注活動が奏功し中国国内で新規顧客を獲得したことで抄紙用フエルト及び抄紙用ベルトの販売数

量は増加いたしました。この結果、売上高は490百万円（前期比39.8％増）となりました。

（タイ）

新型コロナウイルス対策に伴うフエルト減産に応じた販売製品の選択と集中を行ったため抄紙用フエルト

の販売数量は減少いたしました。抄紙用ベルトは板紙向けに新規顧客を獲得するなど販売数量は増加いたし

ました。この結果、売上高は273百万円（前期比9.1％増）となりました。

＜工業用事業＞

需要拡大が期待されている高温成型用の耐熱緩衝材の販売数量が増加いたしました。この結果、 売上高は514百

万円（前期比19.1％増）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ439百万円増加し、25,732百万円となりま

した。これは主として現金及び預金が823百万円、売掛金が418百万円増加した一方、商品及び製品が214百万円、

有形固定資産が590百万円減少したことによるものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ171百万円増加し、6,964百万円となりました。これは主として未

払法人税等が107百万円、賞与引当金が121百万円増加した一方、繰延税金負債が159百万円減少したことによるも

のであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ268百万円増加し、18,768百万円となりました。これは主とし

て利益剰余金が137百万円増加したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ821百万円増加し、4,435百万円（前期

比22.7％増）となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は以下のとおりであります。

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益737百万円の計上、非資金費用である減価償

却費1,023百万円の計上、法人税等の支払による支出255百万円などにより1,580百万円の収入（前期比136百万

円の収入減）となりました。

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出455百万円などにより457百万円の支

出（前期比565百万円の支出減）となりました。

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払による支出279百万円などにより363百万円の支出（前

期比32百万円の支出減）となりました。

（４）今後の見通し

次期の見通しでありますが、当社グループを取り巻く経営環境は、紙のデジタル化による構造的な需要縮小や

グローバル市場での競争の更なる激化、加えて原油の需要増及びウクライナ情勢等による原油価格高騰の高止ま

りの懸念など、極めて厳しい状況が続いております。

当社グループは、中期経営計画に基づき、諸施策を推進することにより、グローバル競争力を強化してまいり

ます。

当社グループの製品・サービス・それらを提供する社員を含め、あらゆる面においてお客様から「世界一の品

質」と評価されるよう努めることで、企業価値の増大に邁進してまいります。

2023年3月期の連結業績につきましては、次期も厳しい市場環境のまま推移するものと想定し、売上高12,600百

万円、営業利益440百万円、経常利益500百万円、親会社株主に帰属する当期純利益320百万円を見込んでおりま

す。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

　なお、今後につきましては、国内外の情勢等を踏まえた上で、国際会計基準の適用について検討を進めてまいりま

す。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,628,329 4,452,114

受取手形及び売掛金 3,976,488 －

受取手形 － 256,082

売掛金 － 4,157,121

商品及び製品 1,718,785 1,504,472

仕掛品 1,120,188 1,131,879

原材料及び貯蔵品 567,114 597,461

その他 136,270 117,126

貸倒引当金 △1,218 △2,582

流動資産合計 11,145,957 12,213,675

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,694,619 4,296,210

機械装置及び運搬具（純額） 2,240,169 3,020,415

工具、器具及び備品（純額） 139,093 154,725

土地 1,807,998 1,807,998

リース資産（純額） 109,938 81,229

建設仮勘定 1,254,379 295,152

有形固定資産合計 10,246,199 9,655,732

無形固定資産 132,140 88,085

投資その他の資産

投資有価証券 3,700,860 3,699,995

繰延税金資産 24,093 31,854

その他 99,348 97,001

貸倒引当金 △54,967 △53,518

投資その他の資産合計 3,769,336 3,775,332

固定資産合計 14,147,676 13,519,150

資産合計 25,293,634 25,732,826

　



イチカワ株式会社(3513) 2022年３月期 決算短信

5

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 359,266 376,826

短期借入金 860,000 860,000

リース債務 65,894 61,575

未払法人税等 162,667 269,738

契約負債 － 17,441

賞与引当金 284,325 405,902

役員賞与引当金 20,000 20,000

その他 800,189 908,330

流動負債合計 2,552,342 2,919,815

固定負債

リース債務 102,834 57,498

繰延税金負債 750,813 591,388

役員株式給付引当金 68,995 83,071

退職給付に係る負債 3,239,301 3,229,558

その他 79,222 83,366

固定負債合計 4,241,168 4,044,882

負債合計 6,793,511 6,964,697

純資産の部

株主資本

資本金 3,594,803 3,594,803

資本剰余金 2,333,201 2,333,201

利益剰余金 11,902,961 12,040,180

自己株式 △652,064 △647,760

株主資本合計 17,178,902 17,320,425

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,315,248 1,329,592

為替換算調整勘定 △20,571 88,579

退職給付に係る調整累計額 11,462 12,978

その他の包括利益累計額合計 1,306,139 1,431,150

非支配株主持分 15,080 16,552

純資産合計 18,500,123 18,768,128

負債純資産合計 25,293,634 25,732,826
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 11,598,819 12,355,166

売上原価 7,323,089 7,692,468

売上総利益 4,275,729 4,662,698

販売費及び一般管理費 3,952,238 4,131,683

営業利益 323,491 531,015

営業外収益

受取利息 335 523

受取配当金 105,734 98,564

受取賃貸料 15,206 15,206

雇用調整助成金 24,180 155,737

雑収入 86,427 70,957

営業外収益合計 231,882 340,989

営業外費用

支払利息 13,888 7,781

為替差損 3,734 51,853

賃貸費用 12,889 13,289

訴訟関連費用 5,459 11,885

固定資産除却損 5,023 3,478

貸与資産経費 7,277 14,792

雑損失 17,855 10,622

営業外費用合計 66,128 113,702

経常利益 489,246 758,302

特別利益

投資有価証券売却益 164,814 1,350

特別利益合計 164,814 1,350

特別損失

投資有価証券評価損 85,323 21,250

ゴルフ会員権評価損 930 －

減損損失 － 647

特別損失合計 86,253 21,898

税金等調整前当期純利益 567,808 737,753

法人税、住民税及び事業税 229,155 344,967

法人税等調整額 △31,311 △131,489

法人税等合計 197,844 213,478

当期純利益 369,963 524,275

非支配株主に帰属する当期純利益 361 375

親会社株主に帰属する当期純利益 369,602 523,900
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当期純利益 369,963 524,275

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 548,703 14,344

為替換算調整勘定 44,604 110,247

退職給付に係る調整額 44,959 1,515

その他の包括利益合計 638,267 126,106

包括利益 1,008,231 650,382

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,007,474 648,910

非支配株主に係る包括利益 756 1,471
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,594,803 2,333,238 11,813,139 △660,715 17,080,466

会計方針の変更によ

る累積的影響額
－

会計方針の変更を反映

した当期首残高
3,594,803 2,333,238 11,813,139 △660,715 17,080,466

当期変動額

剰余金の配当 △279,627 △279,627

親会社株主に帰属す

る当期純利益
369,602 369,602

自己株式の処分 △36 9,088 9,051

自己株式の取得 △437 △437

従業員奨励福利基金 △152 △152

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － △36 89,822 8,650 98,436

当期末残高 3,594,803 2,333,201 11,902,961 △652,064 17,178,902

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 766,545 △64,780 △33,496 668,268 14,323 17,763,058

会計方針の変更によ

る累積的影響額
－

会計方針の変更を反映

した当期首残高
766,545 △64,780 △33,496 668,268 14,323 17,763,058

当期変動額

剰余金の配当 △279,627

親会社株主に帰属す

る当期純利益
369,602

自己株式の処分 9,051

自己株式の取得 △437

従業員奨励福利基金 △152

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

548,703 44,209 44,959 637,871 756 638,628

当期変動額合計 548,703 44,209 44,959 637,871 756 737,065

当期末残高 1,315,248 △20,571 11,462 1,306,139 15,080 18,500,123
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　当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,594,803 2,333,201 11,902,961 △652,064 17,178,902

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△106,898 △106,898

会計方針の変更を反映

した当期首残高
3,594,803 2,333,201 11,796,063 △652,064 17,072,004

当期変動額

剰余金の配当 △279,611 △279,611

親会社株主に帰属す

る当期純利益
523,900 523,900

自己株式の処分 4,563 4,563

自己株式の取得 △258 △258

従業員奨励福利基金 △171 △171

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － 244,117 4,304 248,421

当期末残高 3,594,803 2,333,201 12,040,180 △647,760 17,320,425

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,315,248 △20,571 11,462 1,306,139 15,080 18,500,123

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△106,898

会計方針の変更を反映

した当期首残高
1,315,248 △20,571 11,462 1,306,139 15,080 18,393,224

当期変動額

剰余金の配当 △279,611

親会社株主に帰属す

る当期純利益
523,900

自己株式の処分 4,563

自己株式の取得 △258

従業員奨励福利基金 △171

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

14,344 109,150 1,515 125,010 1,471 126,482

当期変動額合計 14,344 109,150 1,515 125,010 1,471 374,904

当期末残高 1,329,592 88,579 12,978 1,431,150 16,552 18,768,128
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 567,808 737,753

減価償却費 990,319 1,023,601

減損損失 － 647

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,557 △85

投資有価証券売却損益（△は益） △164,814 △1,350

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,671 121,577

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 2,319 －

投資有価証券評価損益（△は益） 85,323 21,250

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 21,805 14,076

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 85,955 △9,743

受取利息及び受取配当金 △106,069 △99,087

雇用調整助成金 △24,180 △155,737

支払利息 13,888 7,781

売上債権の増減額（△は増加） 277,885 △334,638

棚卸資産の増減額（△は増加） △33,555 217,301

仕入債務の増減額（△は減少） △49,886 △42,093

未収入金の増減額（△は増加） △6,564 6,852

未払金の増減額（△は減少） 4,935 40,320

未払消費税等の増減額（△は減少） △5,395 60,546

長期未払金の増減額（△は減少） △1,465 △635

その他 121,792 △19,868

小計 1,779,987 1,588,470

利息及び配当金の受取額 111,292 99,087

雇用調整助成金の受取額 24,180 155,737

利息の支払額 △13,909 △7,758

法人税等の支払額 △185,173 △255,290

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,716,376 1,580,246

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,363,323 △455,321

投資有価証券の売却による収入 350,794 1,575

無形固定資産の取得による支出 △4,720 △4,119

その他 △5,754 719

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,023,004 △457,147

財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △115,892 △83,676

自己株式の売却による収入 101 －

自己株式の取得による支出 △437 △258

配当金の支払額 △279,627 △279,611

財務活動によるキャッシュ・フロー △395,857 △363,547

現金及び現金同等物に係る換算差額 21,348 61,483

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 318,863 821,035

現金及び現金同等物の期首残高 3,296,031 3,614,894

現金及び現金同等物の期末残高 3,614,894 4,435,930
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、売上から

生じる値引等につきまして、過去の発生率から金額を見積り、変動対価として売上高から減額する方法等に変更

しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、

当連結会計年度より「受取手形」及び「売掛金」に含めて表示し、「流動負債」に表示していた「その他」は、

当連結会計年度より「契約負債」及び「その他」に含めて表示しております。ただし、収益認識会計基準第89-

２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりませ

ん。

この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当連結会計年度の連結損益計算書は、売上高及び営

業利益がそれぞれ45,329千円、経常利益及び税金等調整前当期純利益がそれぞれ50,260千円増加しております。

また、利益剰余金の当期首残高は106,898千円減少しております。

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19号及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める

新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、抄紙用具関連事業及び工業用事業の製造・販売を行っており、抄紙用具関連事業については、

日本（当社）・北米（イチカワ・ノース・アメリカ・コーポレーション）・欧州（イチカワ・ヨーロッパ

GmbH）・中国（宜紙佳造紙脱水器材貿易（上海）有限公司）・タイ（イチカワ・アジア・カンパニーリミテッ

ド）に販売拠点を置き、事業活動を展開しています。工業用事業については、主に株式会社イチカワテクノファ

ブリクスが販売を担当しております。各会社は、それぞれ独立した経営単位であり、各会社において包括的な戦

略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは、本社及び連結子会社を基礎とした販売地域又は製品別事業セグメントから構成さ

れており、事業活動の内容及び経営環境に関して適切な情報を提供するため、販売地域ごとに製品の要素が概ね

類似する複数の事業セグメントを集約し、「抄紙用具関連事業（日本・北米・欧州・中国・タイ）」及び「工業

用事業」の６つを報告セグメントとしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格を勘案して予め定めた合理的

な金額に基づいています。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

　 (単位：千円)

報告セグメント

調整額
(注)１

連結財務諸
表計上額
(注)２

抄紙用具関連事業
工業用
事業

計

日本 北米 欧州 中国 タイ

売上高

外部顧客への
売上高

7,615,900 1,265,260 1,684,177 350,699 250,685 432,096 11,598,819 － 11,598,819

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,275,021 － － 301,396 48,546 12,220 2,637,185 △2,637,185 －

計 9,890,921 1,265,260 1,684,177 652,095 299,232 444,316 14,236,004 △2,637,185 11,598,819

セグメント利益 1,299,628 75,601 126,485 43,178 46,415 39,774 1,631,083 △1,307,591 323,491

セグメント資産 15,977,841 1,179,485 699,099 265,958 205,436 592,463 18,920,284 6,373,349 25,293,634

その他の項目

　減価償却費 799,812 6,131 9,749 2,711 1,722 7,263 827,391 162,928 990,319

　減損損失 － － － － － － － － －

　有形固定資産及び

無形固定資産の増加

　額

1,336,635 12,363 16,696 1,457 10 1,090 1,368,254 36,788 1,405,042

(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。

　 (1)セグメント利益の調整額△1,307,591千円には、セグメント間消去△39,549千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,559,724千円、棚卸資産の調整額118,608千円、為替レート差額149,180千円、貸倒

引当金の修正等23,894千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に

係る費用であります。

　 (2)セグメント資産の調整額6,373,349千円には、セグメント間消去△772,044千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社資産7,220,190千円、棚卸資産の調整△75,354千円、貸倒引当金の修正等558千円が含まれてお

ります。

　 (3)減価償却費の調整額162,928千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　 (4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額36,788千円は、各報告セグメントに配分していない全社設

備投資額であります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 地域ごとの情報

売上高 (単位：千円)

日本 北米 欧州 中国 その他の地域 合計

5,651,739 1,099,840 1,430,459 1,689,562 1,727,216 11,598,819
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当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

　 (単位：千円)

報告セグメント

調整額
(注)１

連結財務諸
表計上額
(注)２

抄紙用具関連事業
工業用
事業

計

日本 北米 欧州 中国 タイ

売上高

外部顧客への
売上高

7,990,377 1,394,223 1,692,236 490,134 273,585 514,610 12,355,166 － 12,355,166

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,491,125 － － 304,039 31,617 10,978 2,837,760 △2,837,760 －

計 10,481,502 1,394,223 1,692,236 794,174 305,202 525,588 15,192,927 △2,837,760 12,355,166

セグメント利益 1,817,785 46,785 100,489 71,895 44,990 67,041 2,148,987 △1,617,971 531,015

セグメント資産 15,746,760 1,389,988 744,621 248,159 241,176 616,402 18,987,108 6,745,717 25,732,826

その他の項目

　減価償却費 854,655 10,026 13,408 4,688 1,872 7,413 892,064 131,537 1,023,601

　減損損失 － － － － － 647 647 － 647

　有形固定資産及び

無形固定資産の増加

　額

380,214 14,086 13,060 9,496 13,603 648 431,110 6,114 437,224

(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。

　 (1)セグメント利益の調整額△1,617,971千円には、セグメント間消去△14,565千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,565,245千円、棚卸資産の調整額△244,970千円、為替レート差額203,887千円、貸

倒引当金の修正等2,921千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門

に係る費用であります。

　 (2)セグメント資産の調整額6,745,717千円には、セグメント間消去△872,051千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社資産7,782,170千円、棚卸資産の調整△165,036千円、貸倒引当金の修正等635千円が含まれて

おります。

　 (3)減価償却費の調整額131,537千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　 (4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額6,114千円は、各報告セグメントに配分していない全社設

備投資額であります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 地域ごとの情報

売上高 (単位：千円)

日本 北米 欧州 中国 その他の地域 合計

5,914,662 968,275 1,438,837 1,872,103 2,161,288 12,355,166
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 4,039.79円 4,095.88円

１株当たり当期純利益金額 80.80円 114.45円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

－ －

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 当社は、「株式給付信託(BBT)」を導入し、当該信託が保有する当社株式を連結財務諸表において自己株式

として計上しております。これに伴い、１株当たり当期純利益金額の算定上、当該信託が保有する当社株式

を「普通株式の期中平均株式数」の計算において控除する自己株式に含めております。

　 １株当たり当期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前連結会計年度において

86,065株、当連結会計年度において82,691株であります。

３ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

　親会社株主に帰属する当期純利益 369,602千円 523,900千円

　普通株主に帰属しない金額 － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益 369,602千円 523,900千円

　普通株式の期中平均株式数 4,574千株 4,577千株

４ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

純資産の部の合計額 18,500,123千円 18,768,128千円

純資産の部の合計額から控除する金額 15,080千円 16,552千円

（うち非支配株主持分） （15,080千円） （16,552千円）

普通株式に係る期末の純資産額 18,485,042千円 18,751,576千円

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数

4,575千株 4,578千株

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,539,693 3,220,081

受取手形 195,884 218,009

売掛金 3,456,887 3,992,463

商品及び製品 1,364,763 1,160,679

仕掛品 1,118,339 1,130,009

原材料及び貯蔵品 569,050 594,238

前払費用 4,139 3,978

その他 177,559 119,937

貸倒引当金 △2,033 △2,531

流動資産合計 9,424,284 10,436,867

固定資産

有形固定資産

建物 4,549,093 4,164,546

構築物 135,569 123,793

機械及び装置 2,226,108 2,993,612

車両運搬具 2,292 4,235

工具、器具及び備品 95,880 95,354

土地 1,807,998 1,807,998

リース資産 103,471 73,555

建設仮勘定 1,247,031 295,152

有形固定資産合計 10,167,447 9,558,249

無形固定資産

ソフトウエア 77,214 50,708

リース資産 43,727 26,864

電話加入権 5,146 5,146

その他 4,420 4,195

無形固定資産合計 130,509 86,914

投資その他の資産

投資有価証券 3,700,860 3,699,995

関係会社株式 103,760 103,760

関係会社出資金 54,932 54,932

破産更生債権等 9,167 2,735

会員権 76,108 76,108

長期前払費用 2,424 2,015

その他 7,331 6,601

貸倒引当金 △54,967 △48,616

投資その他の資産合計 3,899,617 3,897,532

固定資産合計 14,197,573 13,542,696

資産合計 23,621,857 23,979,563
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 388,097 380,330

短期借入金 860,000 860,000

リース債務 59,427 53,901

未払金 616,511 568,565

未払費用 32,227 28,957

未払法人税等 68,234 187,268

預り金 30,618 30,816

賞与引当金 257,936 377,034

役員賞与引当金 20,000 20,000

その他 16,502 282,185

流動負債合計 2,349,555 2,789,058

固定負債

長期未払金 8,045 7,410

リース債務 102,834 57,498

資産除去債務 58,139 59,221

繰延税金負債 782,308 611,864

退職給付引当金 3,215,864 3,207,152

役員株式給付引当金 68,995 83,071

その他 7,629 10,403

固定負債合計 4,243,816 4,036,621

負債合計 6,593,372 6,825,680

純資産の部

株主資本

資本金 3,594,803 3,594,803

資本剰余金

資本準備金 2,322,038 2,322,038

その他資本剰余金 11,163 11,163

資本剰余金合計 2,333,201 2,333,201

利益剰余金

利益準備金 898,700 898,700

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 1,042,585 947,416

別途積立金 5,043,753 5,043,753

繰越利益剰余金 3,452,256 3,654,173

利益剰余金合計 10,437,296 10,544,045

自己株式 △652,064 △647,760

株主資本合計 15,713,237 15,824,290

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,315,248 1,329,592

評価・換算差額等合計 1,315,248 1,329,592

純資産合計 17,028,485 17,153,882

負債純資産合計 23,621,857 23,979,563
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 10,144,782 10,776,686

売上原価 7,147,905 7,448,245

売上総利益 2,996,877 3,328,440

販売費及び一般管理費 3,246,219 3,308,138

営業利益又は営業損失（△） △249,341 20,302

営業外収益

受取利息及び配当金 226,612 334,008

為替差益 152,610 158,833

受取賃貸料 15,206 15,206

雇用調整助成金 23,655 144,493

雑収入 70,544 82,402

営業外収益合計 488,629 734,943

営業外費用

支払利息 12,183 6,431

賃貸費用 12,889 13,289

訴訟関連費用 5,459 11,885

固定資産除却損 5,023 3,478

貸与資産経費 22,548 28,175

雑損失 16,547 4,578

営業外費用合計 74,651 67,839

経常利益 164,636 687,407

特別利益

投資有価証券売却益 164,814 1,350

特別利益合計 164,814 1,350

特別損失

投資有価証券評価損 85,323 21,250

ゴルフ会員権評価損 930 －

減損損失 － 647

特別損失合計 86,253 21,898

税引前当期純利益 243,197 666,859

法人税、住民税及び事業税 122,096 228,786

法人税等調整額 △51,031 △107,268

法人税等合計 71,064 121,517

当期純利益 172,132 545,341
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５．その他

役 員 の 異 動（2022年６月29日付）

１．役員の異動

　(1) 取締役候補 （2022年6月29日の第98回定時株主総会に付議）

取 締 役 牛尾 雅孝 （ 重 任 ）

取 締 役 矢崎 孝信 （ 重 任 ）

取 締 役 斯波 義和 （ 重 任 ）

取 締 役 小堀 渉 （ 重 任 ）

取 締 役 遠山 宏幸 （ 新 任 ）

取 締 役（社外取締役） 野崎 晃 （ 重 任 ）

取 締 役（社外取締役） 長岡 弘樹 （ 重 任 ）

取 締 役（社外取締役） 本所 良太 （ 新 任 ）

　(2) 退任予定取締役 （2022年6月29日付）

現 取締役 星 利幸

　(3) 監査役候補

　 該当事項はありません（非改選）

２．執行役員の異動

　(1) 執行役員候補（2022年6月29日の第98回定時株主総会後の取締役会にて選任）

常 務 執 行 役 員 星 利幸 （ 重 任 ）

常 務 執 行 役 員 ユッカ レヒト （ 重 任 ）

常 務 執 行 役 員 田村 茂 （ 重 任 ）

執 行 役 員 諸川 正憲 （ 重 任 ）

執 行 役 員 石井 啓文 （ 重 任 ）

執 行 役 員 小田 浩之 （ 重 任 ）

執 行 役 員 池田 岳志 （ 重 任 ）

執 行 役 員 平間 孝史 （ 重 任 ）

執 行 役 員 吉村 肇 （ 重 任 ）

執 行 役 員 岡田 秀之 （ 新 任 ）

３．取締役、監査役の業務分担 （2022年6月29日付）

取締役 社長執行役員 ＜代表取締役社長＞ 牛尾 雅孝

取締役 常務執行役員 ＜海外担当管掌 矢崎 孝信

　兼 ㈱イチカワテクノファブリクス担当＞

取締役 常務執行役員 ＜技術管掌 兼 生産管掌 兼 開発研究所長＞ 斯波 義和

取締役 常務執行役員 ＜国内担当管掌＞ 小堀 渉

取締役 常務執行役員 ＜総務管掌 遠山 宏幸

　兼 企画部・品質保証部担当 兼 人事部長＞

取締役（社外取締役） 野崎 晃

取締役（社外取締役） 長岡 弘樹

取締役（社外取締役） 本所 良太

常勤監査役 望月 友博

監査役（社外監査役） 出縄 正人

監査役（社外監査役） 岡田 貴子
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４．執行役員の業務分担 （2022年6月29日付）

常務執行役員 ＜DX推進部担当＞ 星 利幸

常務執行役員 ＜欧州統括＞ ユッカ レヒト

常務執行役員 ＜品質保証部長＞ 田村 茂

執行役員 ＜企画部長＞ 諸川 正憲

執行役員 ＜技術管掌補佐 兼 技術企画部長＞ 石井 啓文

執行役員 ＜生産管掌補佐 兼 生産企画部長＞ 小田 浩之

執行役員 ＜経営監査部長＞ 池田 岳志

執行役員 ＜統括工場長＞ 平間 孝史

執行役員 ＜国内担当管掌補佐 兼 海外担当管掌補佐 吉村 肇

　兼 営業企画部長＞

執行役員 ＜㈱イチカワテクノファブリクス取締役社長＞ 岡田 秀之

以 上

　


